
 

８月３日(月)、「生徒指導②」の講座を実施しました。昨年度に引き続き、子どもた

ちの自殺予防の観点で、ペアワークやロールプレイも取り入れながら、ご講演いただ

きました。冒頭、阪中先生は「自殺予防は『学校の責務』である」と話されました。

子どもたちの自殺の動機の上位には「学業不振」があり

ます。その動機から「①わかる授業の創造・学力保障 ②

できないことを認めること ③思いつきやまちがった意

見を伝え合える仲間・空間づくり」が予防になるとご教示いただきまし

た。「言えない・言わない困りごと」を「きづいて よりそい うけとめ

て しんらいできる大人に つたえよう」とする子どもたちを「いのちの危機について考える(いのち

と向き合う)」授業を通して育んでいくことも大切であると話されました。その「信頼される大人・安

心してもらえる大人」にわたしたち教職員がなるために、子どもたちの話を共感的に受容することや

言動面等で日頃との違いに「気づく」ことが大切です。阪中先生は「『孤立』は自殺のキーワード」と

話されました。孤立と孤独が子どもたちを追いつめるのであり、その緩和や克服には人が必要である

ということです。子どもたちと多くの時間を共にするわたしたちだからこそ絆を深め、変容に気づく

ことができると思います。「『絆と気づき』が自殺予防の第一歩(精神科医：高橋祥友)」。子どもたちの

いのちを未来につないでいくために、胸に刻み続けたい言葉です。 

ご参加いただいた先生方には実践に活かしていただくとともに、各校で還流していただきますよう、

お願いいたします。 
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アンケートより【一部抜粋】 

・「弱みを見せることが強さ」この言葉を子どもたちに伝えたい！子どもの命を守るために、子ども

の変化を見守りながらＳＯＳに気づき、共感しながらかかわっていきたい。安心して悩むことので

きる環境をつくりたい。保護者支援のためにも、専門的なかかわりをしていくためにも、早めに他機

関との情報共有や連携を密にしていきたい。【小】 

・ロールプレイで辛い立場にある人とその友だち役に分かれてやってみることで、感情理解の大切

さがよくわかりました。辛い時に正論を言われたり、「もっとがんばれ」と言われたりすると、余計

にしんどくなって負の連鎖になってしまいました。自分の気持ちに共感してもらうことで少し安心

しました。今後、実践していきたいです。【小】 

・普段の子どもとの関わり、変化に素早く気づくこと、そしてヘルプを言えるような関係性にならな

くてはいけない、また日々の学級経営の中で子どもたち同士がしんどさや辛いことも共有できるよ

うななかまづくりをしていかなくてはならない。今回学んだことを結びつけながら子どもたちと接

していきたい。【中】 

・ロールプレイの機会がたくさんあり、言葉に出すことの重要性を知りました。悩むことも多いです

が、少しずつ行動していきたいです。「わかるわかる」と言ってしまいがちですが、「わかる」も相手

を傷つけてしまうことに気づきました。安心できる大人でありたいと思います。【中】 
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